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1－１

 株式会社  ヒューマン建設

1－２
本  社   〒679-3301 兵庫県朝来市⽣野町⼝銀⾕1880番地

資材倉庫    〒679-3311 兵庫県朝来市⽣野町真⼸字峠345番地2

資材置場   〒679-3311 兵庫県朝来市⽣野町真⼸字峠345番地3

1－３

許可番号

1－４
責 任 者 ⼯務部 ⾕村 憲司 TEL︓079-670-5851

担 当 者 総務部 今井 直美 FAX︓079-670-5852

  Email︓human@amber.plala.or.jp

1－５
設  ⽴

資 本 ⾦

売 上 ⾼

1－６ 

登録組織名︓ 株式会社ヒューマン建設
対象事業所︓ 本 社

1－7

１．組織の概要

平成15年2⽉5⽇

２０百万円

４億 9770万円 （2022年度）

⼟⽊⼯事業、建築⼯事業、とび・⼟⼯⼯事業 

 環境管理責任者⽒名及び担当者連絡先

事業の規模

 事業名及び代表者名

 所 在 地

 事 業 内 容
  ⼟⽊⼯事業、建築⼯事業、とび・⼟⼯⼯事業

  舗装⼯事業、⽔道施設⼯事業、解体⼯事業
総合建設業

 代表取締役社⻑ 福井 裕

兵庫県知事 許可（特-3）第601053号

事業年度
事 業 年 度︓ 7⽉1⽇〜翌年6⽉末⽇

舗装⼯事業、⽔道施設⼯事業、解体⼯事業
活     動︓

認証登録の対象範囲

敷 地 ⾯ 積（㎡） 224.00 395.25 395.25 1014.5
延べ床⾯積（㎡） 184.0 135.5 ― 319.5
従 業 員（⼈） 11 9 無⼈ 20

本 社 資材倉庫 資材置場 合計
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２．実施体制

代 表 者

環境管理責任者

⼯ 務 部 総 務 部

環境管理事務局

建 設 現 場

資材倉庫 兼 駐⾞場

資材置場

　代　表　者 ・環境管理責任者の任命及び、環境管理組織、役割、責任の決定。

構成員 役割・責任・権限

　 ・環境方針を定め全従業員への周知。

　 ・エコアクション21の実行に必要となる人員、設備、費用等の準備。

　　代表取締役　福井　裕 ・環境経営システムの全体的な評価と見直しを行う。

・環境目標、環境活動計画書、環境活動レポートの承認。

・環境活動レポートのとりまとめ。

・経営における課題とチャンスの明確化

　 ・環境経営システムの構築、運用の責任者とする。

　環境管理責任者 ・環境目標・環境活動計画書を確認。

　 ・関連法規の評価、承認。

・環境活動レポートの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付）

　　 ・環境管理責任者の補佐

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の⾃⼰チェックの実施
　環境管理事務局担当者 ・環境目標、環境活動計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施
・環境教育訓練計画の作成と実施の管理

　 ・自部門における環境経営システムの実施

　工務部　責任者 ・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

 ・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

　経理部　責任者 ・特定された項目の運用管理

・緊急事態対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成

 ・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

　 ・建設現場における環境経営システムの実施

建設現場（工事責任者） ・工事担当者及び協力会社員に対する教育訓練の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚　

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・建設現場の環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・緊急事態対応訓練の実施、記録の作成

　 ・建設現場での問題点の発見、是正、予防措置の実施

2



１ ．

２ ．

３ ．

４ ．

５ ．

６ ． ⽔資源の使⽤量の削減を推進致します。

7 ．

8 ．

   制 定 ⽇ ： 2018年7⽉1⽇
  改 定 ⽇ ： 2019年10⽉1⽇

株式会社   ヒューマン建設

代表取締役社⻑  

３．環境経営⽅針

環 境 経 営 ⽅ 針

 当社は、地球環境の保全が⼈類共通の最重要課題のひとつであることを認識し、各事業分

野において「持続可能な社会」の実現のために、全社員⼀丸となって⾃主的・積極的に環

境負荷の低減に努めます。

環境経営システムを維持し、継続的に改善していきます。

 

環境関連法規制及びその他の要求事項を確実に遵守致します。

⼆酸化炭素排出量の削減を推進致します。（電気・ガソリン・軽油・灯油）

事務所内での廃棄物の削減及び再⽣利⽤を推進致します。

建設現場での建設リサイクル、再⽣資源の利⽤を推進致します。

環境負荷の少ない施⼯を推進致します。

 

 

上記の⽅針を全社員に周知徹底し、環境保全の意識向上に努めます。 
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4．環境経営⽬標

主な環境負荷の実績

環境経営⽬標

※ ⼆酸化炭素排出係数については、関⻄電⼒㈱2022年度の排出係数︓0.420㎏-CO₂/kＷhを使⽤。

※ 化学物質は使⽤実績はありません

項  ⽬ 単 位 2019年度（基準年度） 2022年度

⼆酸化炭素総排出量 kg-CO₂ 201,417 156,673

 購⼊電⼒ ｋＷｈ 8,191 9,668

 ガソリン Ｌ 26,945 22,097

 軽油 Ｌ 51,778 38,768

 灯油 Ｌ 608 380

廃棄物排出量  

 ⼀般廃棄物排出量 kg 275 211

 産業廃棄物排出量 ｔ 581 1,137

  中間処理量 ｔ 581 1,137

 （うち再資源化量） ｔ 446 1,086

  最終処分量 ｔ 135 51

⽔使⽤量 ㎥ 99 83

201,417 197,389 195,374 193,360 191,346
(287.74) (281.98) (279.11) (276.23) (273.35)

対基準 △2％ △3％ △4％ △5％
8,191 8,027 7,945 7,863 7,781

(11.70) (11.47) (11.35) (11.23) (11.12)
3,423.8 3,355.4 3,321.1 3,286.9 3,252.6

(4.89) (4.79) (4.74) (4.70) (4.65)
対基準 △2％ △3％ △4％ △5％

26,945 26,406 26,137 25,867 25,598
(38.49) (37.72) (37.34) (36.95) (36.57)

62,556.8 61,305.7 60,680.1 60,054.5 59,429.0
(89.37) (87.58) (86.69) (85.79) (84.90)

対基準 △2％ △3％ △4％ △5％
51,778 50,743 50,225 49,707 49,189
(73.97) (72.49) (71.75) (71.01) (70.27)

133,845.1 131,168.2 129,829.8 128,491.3 127,152.9
(191.21) (187.38) (185.47) (183.56) (181.65)

対基準 △2％ △3％ △4％ △5％
608 596 590 584 578

(0.87) (0.85) (0.84) (0.83) (0.83)
1,515.1 1,484.8 1,469.6 1,578.2 1,439.3

(2.16) (2.12) (2.10) (2.08) (2.06)
対基準 △2％ △3％ △4％ △5％

275 270 267 264 261
(0.39) (0.385) (0.381) (0.377) (0.373)

対基準 △2％ △3％ △4％ △5％
％ 76.0 77.52 78.28 79.04 79.80

対基準 2％上乗せ 3％上乗せ 4％上乗せ 5％上乗せ
㎥ 99 97 96 95 94

対基準 △2％ △3％ △4％ △5％
件数 実績不明 全件 全件 全件 全件

対基準

・Ⅳ環境負荷の少ない施⼯の実施については、下記のとおり実施⽬標を定める
 各現場にて下表に関連する環境配慮を1項⽬以上実施する

再⽣材の使⽤等
⽔質汚濁防⽌に努める 汚濁防⽌フェンス設置

・CO₂排出量、Ⅰ、Ⅱの括弧書きについては原単位指標【負荷量/売上⾼(百万円）】とする。

項⽬ 実施内容
騒⾳・振動の発⽣抑制に努める 低騒⾳・低振動機械の使⽤、⼯事期間・時間帯の配慮、遮⾳施設の設置等

⼤気汚染の防⽌に努める 排ガス対策建設機械の使⽤、粉じん⾶散防⽌等
環境に配慮した資材の使⽤に努める

2024年度2022年度 

kg-CO₂

2021年度

Ⅳ
環境負荷の

少ない施⼯実施

Ⅱ

2023年度

⼆酸化炭素排出量

Ⅰ

電 ⼒

ガソリン

軽 油

灯 油

2019年度
基準年度

⼀般廃棄物削減

建設リサイクル率
向上

Ⅲ ⽔使⽤量の把握

ｋＷｈ

kg-CO₂

kg-CO₂

kg

Ｌ

kg-CO₂

Ｌ

kg-CO₂

Ｌ

年 度
項 ⽬
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環境⽬標に対する実績 【運⽤期間の取組結果】

⽬標 実績 達成度 評価
201,417 195,374 156,673
(287.74) (279.11) (315.24)

-22%
(+10%)

8,191 7,945 9,668
(11.70) (11.35) (19.45)

3,423.8 3,321.1 4,060.6
(4.89) (4.74) (8.17)

+18%
(+66%)

26,945 26,137 22,098
(38.49) (37.34) (44.46)

62,556.8 60,680.1 51,304.0
(89.37) (86.69) (103.23)

-18%
(+16%)

51,778 50,225 38,768
(73.97) (71.75) (78.00)

133,845.1 129,829.8 100,214.8
(191.21) (185.47) (201.64)

-25%
(+5%)

608 590 380
(0.87) (0.84) (0.76)

1,515.1 1,469.6 946.9
(2.16) (2.10) (1.91)

-38%
(-12%)

275 267 211
(0.39) (0.381) (0.425)

-23%
(+8%)

％ 76.00 78.28 95.5
対基準 3％上乗せ +26%

㎥ 99 96 83
対基準 -3% -16%
件数 実績不明 全件 全件

対基準

※ 環境負荷の少ない施⼯の実施については、下記のとおりとする。
   各現場にて下表に関連する環境配慮を1項⽬以上実施する

〇
 ( △ ）

-3％

125%
(89%)

〇
（ △ ）

(58%)
△

 ( × ）

(84%)

対基準

kg-CO₂

kg-CO₂

⼆酸化炭素排出量
-3％対基準

対基準 -3％

Ｌ

kg-CO₂

2019年度
基準年度

運⽤期間における⽬標及び実績（2022年7⽉〜2023年6⽉）

電 ⼒

-3％

82%

 

kg-CO₂

ｋＷｈ

kg-CO₂

Ⅰ

〇
（ ○ ）

〇
 ( △ ）

155%
(110%)

⽔質汚濁防⽌に努める 汚濁防⽌フェンス設置
環境に配慮した資材の使⽤に努める 再⽣材の使⽤等

騒⾳・振動の発⽣抑制に努める 低騒⾳・低振動機械の使⽤、⼯事期間・時間帯の配慮、遮⾳施設の設置等
⼤気汚染の防⽌に努める 排ガス対策建設機械の使⽤、粉じん⾶散防⽌等

〇

※ 評価欄にて、〇︓達成(100％以上）△︓やや未達成(100％未満〜80％以上) ×︓未達成(80％未満)

※ CO₂排出量、Ⅰ、Ⅱの括弧書きについては原単位指標【負荷量/売上⾼(百万円）】とする。

項⽬ 実施内容

※ 達成度欄にて、削減を⽬指す場合は、達成度(％）＝⽬標÷実績×100、増加を⽬指す場合は、
  達成度(％)＝実績÷⽬標×100とする。

Ⅳ
環境負荷の

少ない施⼯実施
100%

-3％

Ｌ

灯 油

対基準

118%

130%
(92%)

ガソリン

軽 油

対基準

Ｌ

kg

対基準

Ⅲ ⽔使⽤量削減

Ⅱ
⼀般廃棄物削減

建設リサイクル
率  向上

116%

〇

〇
（ △ ）-3％

127%
(90%)

〇

122%

年 度
項 ⽬
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230.00

240.00

250.00

260.00

270.00

280.00

290.00

300.00

310.00

320.00

1

1

2019年 総排出量／売上⾼ 287.74

2022年 ⽬標 279.11

2022年 実績 315.24

⼆酸化炭素排出量 (㎏-CO₂）
2019年 総排出量／売上⾼ 2022年 ⽬標 2022年 実績

0.00
2.00
4.00
6.00
8.00

10.00
12.00
14.00
16.00
18.00
20.00

1

1

2019年 使⽤量／売上⾼ 11.70

2022年 ⽬標 11.35

2022年 実績 19.45

電⼒使⽤量 (KＷH）

32.00

34.00

36.00

38.00

40.00

42.00

44.00

46.00

1

1

2019年 使⽤量／売上⾼ 38.49

2022年 ⽬標 37.34

2022年 実績 44.46

ガソリン使⽤量 (Ｌ)

⼆酸化炭素排出量

前年と⽐較して、⼆酸化炭素の排出量

としては基準年よりもおよそ２２％の

減少となっているが、売上⾼⽐率によ

る原単価指標では、売上⾼が前年度よ

り⼤幅に減少した事もあり⽬標とはか

け離れたものとなった。

⼯事の受注状況や⼯種により⼤きく左

右されるが、今後もこれまでと同様、

エネルギーの使⽤削減に努めたい。

電⼒使⽤量

今期は⼯事の受注の半減で事務所で

の作業が各段に増えた事もあり、夏

季と冬季のエアコンの使⽤時間が⻑

くなり電⼒使⽤量の増加につながっ

たと考えられる。今後も室温や着⾐

の調整、サーキュレーターの使⽤な

どで⽇々の空調の使⽤にも気を配り

更なる節電に努めたい。

ガソリン使⽤量

社⽤⾞を通勤にも使⽤するため、そ

の部分のガソリンの減少は⾒込めな

いが、前年度に⽐べ、⼯事の受注量

の減少と遠⽅の現場が減ったことに

よりガソリンの使⽤量は減少したと

思われる。⼆酸化炭素排出量と同様、

売上⾼⽐率による原単価指標では⼤

幅な増加となった。現場への移動の

相乗りやエコドライブﾞ教育・アイ

ドリングストップの徹底により使⽤

量の削減を図りたい。

基準年度と今年度の⽬標・実績⽐較
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68.00
69.00
70.00
71.00
72.00
73.00
74.00
75.00
76.00
77.00
78.00
79.00

1

1

2019年 使⽤量／売上⾼ 73.97

2022年 ⽬標 71.75

2022年 実績 78.00

軽油使⽤量 (Ｌ)

0.70

0.72

0.74

0.76

0.78

0.80

0.82

0.84

0.86

0.88

1

1

2019年 使⽤量／売上⾼ 0.87

2022年 ⽬標 0.84

2022年 実績 0.76

灯油使⽤量 （L）

軽油使⽤量

軽油の使⽤量は重機の使⽤の頻度

で⼤きく違い、⼯種により左右さ

れるところが多いが、前年と⽐べ

⼯事の受注の減少で、年間の軽油

の総使⽤量は⽬標よりも⼤きく下

回る結果となった。売上⾼⽐率は、

他の項⽬と同様に⽬標は未達成で

ある。今後も引き続きエコドライ

ブﾞ教育・アイドリングストップの

徹底・⾞両、重機の整備、点検に

より使⽤量の削減を図りたい

灯油使⽤量

年間の総使⽤量、売上⾼⽐率共に

⽬標は達成できた。事務所内の暖

房の際に⽯油ファンヒーターを各

部屋に数台使⽤していたが、エア

コンとの使い分けをしたことや、

現場事務所での使⽤が少なかった

ことが要因であると思われる。

75

80

85

90

95

100

1

1

2019年 使⽤量／売上⾼ 99

2022年 ⽬標 96

2022年 実績 83

⽔使⽤量 （㎥）
⽔使⽤量

事務所、倉庫共に⽔の使⽤量は減

少傾向にあった。

今後も節⽔に努め、継続したい。
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◎よくできた 〇まずまずできた △あまりできなかった ×全くできなかった

◎
◎

◎
◎
◎

◎
◎
◎

◎
○

◎
〇

◎

◎
◎

◎

※原単位指標【負荷量/売上⾼(百万円）】による評価

・⾞両の、空気圧／オイル等の点検 各⾃が責任をもって遂⾏できている。

  【ガソリン使⽤量の削減】         （ ⽬ 標 未 達 成※ ）

・運転者へのエコドライブ教育 社員全体への、エコドライブの周知徹底。

・アイドリングストップ 環境への意識を⾼めて実践する。

社員全体で意識を⾼めて、積極的な取り組みを⾏う。

・⾞両の、空気圧／オイル等の点検 各⾃が責任をもって遂⾏できている。

  【軽油使⽤量の削減】           （ ⽬ 標 未 達 成※ ）

・運転者へのエコドライブ教育 社員全体への、エコドライブの周知徹底。

・アイドリングストップ 環境への意識を⾼めて実践する。

・不必要な照明の消灯

空調の設定温度に注意して適温を⼼掛けた。

不要照明の消灯は、徹底することが出来た。

今後もより⼀層積極的に取り組みを⾏う。

・空調温度の適温化

５．環境活動計画、取り組み結果の評価

取組計画 達成状況 評価結果、今後の取組

  【電⼒使⽤量の削減】           （ ⽬ 標 未 達 成※ ）

社員全体で意識を⾼めて、積極的な取り組みを⾏う。

  【⼀般廃棄物の削減】           （ ⽬  標  未 達 成※ ）

・コピー⽤紙の両⾯使⽤ 裏⾯の使⽤も積極的に⾏った。

・ミスコピーの防⽌ 印刷前の確認によって、防⽌できている。

  【灯油使⽤量の削減】           （ ⽬ 標  達 成※ ）

・室内温度の適正化

・部屋開放の禁⽌

冬季に向けて、積極的な取り組みを⾏う。

サーキュレーターの使⽤などに⼼掛けた。

コロナの感染防⽌の為、開放することが多かった。

再資源化を意識して、今後も取り組みを継続する。

  【⽔使⽤量の削減】            （ ⽬  標   達 成 ）

・節⽔の周知徹底 節⽔を意識はできていると思われる。

今後もより⼀層積極的に取り組みを⾏う。

  【建設リサイクルの推進】         （ ⽬  標  達 成 ）

・分別によるリサイクル推進  廃棄物の分別意識も⾼まり、成果はでている。

・施⼯⽅法、再⽣資材の検討と提案 規制対応重機の使⽤。再⽣砕⽯の使⽤も⾏っている。

今後は、客先への提案も積極的に⾏う。

  【環境負荷の少ない施⼯実施】       （ ⽬   標   達   成 ）

・漏⽔などによる⽔道量増加を防ぐ ⽔道量を毎⽉把握をし、漏⽔がないように気をつけている。

各個⼈の意識を⾼めて、引き続き取り組みを継続する。
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遵守評価

遵 守

遵 守

遵 守

―

遵 守

遵 守

遵 守

遵 守

遵 守

遵 守

遵 守

騒⾳規制法 特定建設作業開始の7⽇前までの市⻑への届け出

振動規制法 特定建設作業開始の7⽇前までの市⻑への届け出

フロン排出抑制法 解体⼯事の際の該当機器の確認、発注者への説明

家電リサイクル法 特定家電4品⽬の適正な事業者への引き渡し

６．環境関連法規等の遵守状況の確認及び、違反、訴訟などの有無

 法的義務を受ける主な環境関連規制は下記の通りである。

適⽤される法規制 遵守する事項

廃棄物処理法

建設リサイクル法

保管基準の遵守、収集運搬・処分業者との適正な契約
マニフェストの交付・保存・確認・交付状況等報告書の提出

建築物等の分別解体及び再資源化等

建設業の再⽣資源利⽤省令
再⽣資源、建設⼯事副産物の再利⽤、
再⽣資源利⽤計画書、実施記録の作成

⼤気汚染防⽌法 特定粉塵排出等作業の実施の届出、作業基準の遵守

代表取締役 福 井 裕

令和5年11⽉1⽇

オフロード法 基準に適合した特定特殊⾃動⾞の使⽤

低騒⾳・低振動型建設機械の規程 低騒⾳、低振動型建設機械の使⽤の促進

 ７.  代表者による全体の評価と⾒直し・指⽰

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されている事を確認しました。
なお、環境法規制等への違反、訴訟、環境上への苦情なども過去三年間ありませんでした。

消防法 消⽕設備の定期点検の実施と記録の保存

 2022年度は新型コロナの影響とウクライナ侵攻による物価の⾼騰もあり、公共の⼯事案件もかなり減少し、とても
厳しい決算となりました。全体の評価としては、売上⾼⽐率による原単価指標を昨年度から導⼊したことにより、未
達成となった項⽬もありましたが、それぞれの使⽤量だけをみると概ね削減出来ており、意識の改⾰も進んでいると
思える。電⼒量においては残念ながら⽬標値を上回る結果となりましたが、ガソリン、軽油の使⽤ともに、より⼀層
のエコドライブ意識と徹底を社員⼀同で⾏い削減を続けたいと考えます。⼜、産業廃棄物についてはもリサイクル率
も、年々向上している事が分かる。廃棄物の分別処分に対する意識の向上をはかり、再資源化率の向上を⽬指したい
と思います。  各数値と実績値は現場の特性を反映する為、難しい⾯もあるが、社員のみならず協⼒会社への協⼒も
働きかけ、次年度以降も意識の向上により、地域社会に貢献できる環境改善に取り組んでいきたい所存です。

■変更なし □変更あり
■変更なし □変更あり
■変更なし □変更あり
■変更なし □変更あり実 施 体 制

環 境 経 営 計 画

⾒直し要否項 ⽬
環 境 経 営 ⽅ 針
環 境 経 営 ⽬ 標
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